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はじめに 

社会が加速度的に変化している今，これまでの知識や技能だけでは対応しきれない問題に

対して，当事者として自分なりの考えをもち，他者との対話と合意によって，納得感のある答え

を導き出していくような数値化できない力（ 非認知能力） の育成が求められています。 

本調査研究は，今年度を初年度とし，非認知能力についての基礎研究からスタートしました。

自然体験活動と非認知能力の育成との親和性の高さを再確認し，集団の中で他者と関わり

合いながら課題解決を図る各過程において，子供が「 なりたい自分」 を意識できるよう にする

ための活動プロ グラムの構成，子供の観察やフィードバック，振り 返り 活動のあり 方等につい

て議論と実践を重ね，ここに研究紀要第2 2 号としてまとめることができました。しかしながら，

研究は緒に就いたばかり で，今後，皆様からの御指導・御助言を賜り ながら，非認知能力の

育成に向けた効果的な手立てや成果を明確に示してまいりたいと存じます。 

結びになりますが，当所の調査研究を進めるにあたり，御支援，御協力いただきました関係

の皆様に心から感謝申し上げます。 
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